
13−はびきの　令和3年（2021年）7月−

◇ おはなし会
※当面の間中止します。

○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

『鳥になった恐竜の図鑑』
真鍋　真・川上　和人／監修
学研プラス
かつて繁栄していた恐竜
の仲間には、羽毛に包ま
れた「羽毛恐竜」たちが
いました。彼らのうちの
何種類かは、やがて翼を
得て空を飛び、鳥に進化
したことで大絶滅を免れ
たのです。

☆ 読んでみませんか？

今月の特集テーマ

中央図書館
一般 みんなのおすすめ本
児童 たのしい夏

陵南の森図書館
一般 他館の本あつめました
児童 他館の本あつめました

丹比図書館 夏休みに役立つ本
東部図書館 宇宙・星の本
古市図書館 涼しくなる本
羽曳が丘図書館 気分はオリンピック～身体を動かそう～
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『おじさんはどう生きるか』
松任谷　正隆／著
中央公論新社
母との微妙な距離
感、妻・ユーミン
とのおかしな暮ら
し、トイレにまつ
わる話、薄毛につ
いて等々。読売新
聞「マナー」欄に
連載された軽妙なエッセイ集です。

『臨床の砦』
夏川　草介／著　小学館
物語の舞台は長野県に２つし
かないコロナ拠点病院。急増
する患者で病床は溢れ、医療
崩壊の時が迫っていた…。現
役医師として最前線に立つ著
者が、感染症との命がけの戦
いを描くドキュメント小説。

◇ 子どもの本ご寄贈のお礼と
　お願い

「広報はびきの 令和２年 11 月号」
にて、市の子ども読書活動推進のた
めの児童書・絵本の寄贈をお願いし
たところ、多数の図書を提供してい
ただきました。市民の皆様のご厚意
に感謝いたします。寄贈された図書
は、図書館や児童館の蔵書の充実や、
市内の学校園への団体貸出などに有
効に活用させていただいています。
今後とも皆様のご理解、ご協力をお
願いいたします。 7 月31 日㈯市内の図書館は全て休館です。

『SDGs のきほん 未来のための 17
の目標 2 貧困』
稲葉　茂勝／著　渡邊　優／監修
ポプラ社
2015 年に制定された
17 項目の SDGs（持
続可能な開発目標）に
ついて、1 冊に 1 項目
ずつわかりやすく解説
したシリーズ 2 巻目
です。豊かな国といわ
れる日本に潜む「貧困」の現状とは…。

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、
イベントを中止または延期することがあります。


